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ドイツ、スイス、オーストリアだけでなく中東欧に広がるドイツ語文化全体を対象
とし、文学にとどまらず、思想・芸術から日常的な生活文化までを扱う専修です。

18世紀に始まり、文豪ゲーテやグリム兄弟をへて、トーマス・マンやブレヒトにい
たるドイツ語文学の伝統は、カフカやフロイトなどユダヤ系の人びとの活躍によって、
いっそう豊かで複雑な流れをかたちづくってきました。こうした流れは、広い意味で
の社会的現象の一つですから､ 各時代や地域の政治や経済、宗教や慣習への目配りな
しに議論することはできません。伝説やメルヒェンといった口承文化、さらには衣食
住など日常生活や印刷物、画像、音声などメディア相互の連関も、欠かすことのでき
ない着眼点です。

授業では、まずドイツ語能力をアップし、そのうえで文献を深く読み抜くねばり強
い思考力を身に付けます。ネイティブ教員の授業では、実践的なドイツ語力も鍛えら
れます。研究室メンバーが全員参加し、ディスカッションやプレゼンテーションを重
ねて表現力を徹底的に磨く演習も開設。小規模な専修ならではの、ともに学ぶ雰囲気
を大事にしています。

https://bit.ly/dokubun-fb（FB）

何を学んでいるの？

ドイツの文化・芸術
ドイツ文学を、文化と芸術という切り
口から紹介する講義。単なる作品紹介
にとどまらず、ドイツ文学の背景にあ
る歴史や文化を厚みを持って紹介する
講義です。ドイツ文化って何？と少し
でも興味を持ったら、まず聴講してほ
しい講義です。

ドイツ語会話
ネイティブ教員によるドイツ語会話の
授業です。日常会話はもちろんのこと、
研究テーマについての発表やディス
カッションにも対応できる実践的な語
学能力を身に付けるための授業です。

どんな授業があるの？　

［講義題目］
アシュケナージ・ユダヤ文化論
ドイツの文化・芸術

［演習題目］
Kommunikative und 
　Kulturelle Kompetenz
　（ドイツ語会話）
Forschungskolloquium
　（研究発表の授業）
18世紀のモード雑誌を読む
ハプスブルク文化研究
　：ツヴァイク『昨日の世界』を読む 

教員が選ぶ印象に残った卒業論文

日本における『ハイジ』
―その受容史をめぐる比較文学的研究
野上弥生子（1920）に始まる『ハイジ』翻訳の歴史
を、明治以降の児童文学の展開に即してたどった
意欲作。野上訳、戦後すぐの竹山道雄訳（1953）、
最新の上田真而子訳（2003）をドイツ語原文と丹
念に比較して、それぞれの文体と各時代の読者像
とを関連づけ、最後はアニメ版『ハイジ』の評価
にまでおよぶ分析がスリリングです。（選：三谷研
爾 教授）

［卒業論文題目］
国際児の複数文化体験
後期アーレントにおける「思考」と「判断」
ガダマーにおける「健康」の言語性

教員
みたに・けんじ

三谷研爾 教授
よしだ・こうたろう

吉田耕太郎 教授
ヨハネス・ヴァスマー

Johannes Waßmer 特任講師
（常勤）

German Literature

ドイツ文学専修
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芸術のフロンティアを開拓する。 美学

芸術系の学問分野にあって、美学
研究室は、複数の芸術分野をまたが
る問題や取り組みについて論じた
り、美術・演劇・音楽といった既存
のジャンルにおさまらない芸術につ
いて調べたり、芸術かどうか評価の
さだまらない事柄について考えたり
します。美学研究室では、哲学分野
としての美学について詳しく学ぶか、
美学の議論をふまえて、さまざまな
事象について論じるかのいずれかに
なります。
分野を定める

学びと探究が散漫にならぬように、
分野を定めます。美学思想である
か、陶芸・衣服・映像・写真・音響

や、情報デザインや、現代アートな
ど、卒業するまでに何か一つの分野
について他の人より詳しくなって自
信を持って話ができることを目指し
ます。分野を定めたら、歴史の流れ
と通説を押さえておきます。自分の
研究を始める下準備です。
キーワードを定める

美学研究室では、事実関係を明ら
かにするだけでなく、物事を根本か
ら考えることを重視します。そのた
め、自分の問題関心を一言であらわ
した研究キーワードを定めます。装
飾・色彩・空間・身体といった語がそ
れです。陶芸の研究ならば、焼きも
のとは一体何なのだろう、焼いてな

い焼きものは焼きものなのか、とい
うように、〇〇とは何なのかは、哲
学分野としての美学らしい問いだと
言えます。
題目を定める

キーワードを定めたら、自分の研
究テーマに簡潔なタイトルをあたえ
ます。例えば「生活の道具としての
民藝の展示の問題」というように
キーワード「民藝の展示」に込めら
れた問題への取り組みかたが一目で
分かるようにします。ゼミでは、分
野・キーワード・題目をおたがいに
確認し合いながら、研究の進み具合
を報告します。

文芸の本質と構造を解明する。
文芸学とは？
「文芸」という言葉からは、「小説

や詩、脚本などの創作を自ら実践す
る」というイメージを抱きやすいか
と思われます。実際、芸術大学で
「文芸」の名を冠する学科・コース
がある場合、そのような実践を重視
するところがほとんどでしょう。一
方で当文芸学研究室はそのような創
作の実践に取り組む場ではありませ
ん。文芸学では、自分の興味と関心
に応じて、これと決めた作家の作品
や、神話・伝承を伝える文献を入念
に読み込み、必要とあれば新しく言
語も学ぶ。そしてその作品等に関し
て、まだ明らかになっていない問題

を発見し（これが難しい）、その問
題に対して、当該作品の一節や他の
様々な文献資料を根拠としながら論
考を進め、最終的に自分オリジナル
の結論を導き出す。これが基本とな
ります。文芸学研究室では卒業論文
のテーマをかなり自由に選べますが、
それはいい加減に取り組んでもよい
ということではありません。むしろ
自由に選べるからこそ、「この作家の
この作品のこのテーマに関すること
だけは、自分は誰よりも専門家だ」
と言えるほどにまで、突き詰めて取
り組む必要があります。そうなると、
選ぶテーマは自ずと狭く絞り込まれ
てきます。しかしまた一方で、「文芸

の本質と構造を解明する」という広
く大きなテーマも文芸学は掲げてい
ます。何をもってして文芸の本質と
構造を解明したと言えるのか、とい
うことも難しい問題ではありますが、
そのことを頭の片隅に置きながら個
別の研究を進めていくことが文芸学
という学問の営みだと言えます。文
芸学の基礎として西洋古典学の授業
を開講していますが、古典ギリシア
語やラテン語の学習や演習への参加
を必修としているわけではありませ
ん。文芸学研究室で自分が何を学び
何を研究するかは、常に自由に開か
れています。

文芸学
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この専修では、音楽、演劇、芸能などのいわゆる表演芸術（パフォーミング・アー
ツ）の研究が行われています。音楽学の分野では、世界諸地域の芸術音楽、伝統音
楽、大衆音楽などの幅広い領域にわたって、音現象そのものの研究にとどまらず、そ
れぞれの背景にある文化や思想の研究も含む幅広い研究が展開されています。演劇学
の分野では、日本の古典演劇から西洋の現代演劇までの、狭い意味での演劇ばかりで
なく、世界各国の映画、オペラ、ミュージカル、ダンス、そして芸能を含む幅広い対
象を扱っており、それらの実証的かつ理論的な考察を通して、その芸術の美的特質や
芸術史的、民族的特徴を理解し、さらにパフォーマンスの原理や本質を解明する試み
がなされています。これらの領域を対象として扱っている大学の文学部は他にほとん
どなく、本専修はこれらを人文学の一環として研究することのできる数少ない場所と
なっています。音楽や演劇の研究をする上で、実演の経験は必須ではありません。で
も、観客として対象をみるだけではもったいないので、どういう立場であれ、なんら
かの「現場」に深く関わる意欲を持った学生を歓迎します。

https://musicologyosaka.wordpress.com（音楽学）
https://www.let.osaka-u.ac.jp/theatre（演劇学）

何を学んでいるの？

音楽学
音楽は古代から超現代まで、そして洋
の東西を問わず、人間の文化には必ず
見られます。言葉や自然の物音も含め、
これら全てが音楽学の対象です。それ
ぞれの音楽について、適切な方法でア
プローチし、それが人間にとってもつ
意味を問うています。

演劇学
演劇は古代ギリシャ以来、およそ2500
年の歴史を持ちます。古代ギリシャ
悲劇からコメディア・デラルデ、能、
シェークスピア、人形浄瑠璃、歌舞伎
を経て、イプセン、チェーホフなどモ
ダン・ドラマ、そして多様な現代演劇
に至る流れを学びます。

どんな授業があるの？　

［講義題目］
歌舞音曲の近代：
　日本の非西洋系大衆音楽
クルターグ「遊び」の実践
モダン・ドラマの主題と技法
日本古典演劇と名所2

［演習題目］
音楽学研究室総合演習
パフォーマンスを実践する
観劇実習

『八帖花伝書』巻五を読む

教員が選ぶ印象に残った卒業論文

20世紀前半におけるサクソフォン
サクソフォンの歴史は比較的新しい。この楽器が
現在のような姿になる転換点として20世紀前半と
いう時期に注目し、それをマルセル・ミュールと
いう奏者などに注目して丁寧に論じた。往年の録
音を聞き比べ、分析比較するという方法も取り入
れた興味深い論文。（選：伊東信宏 教授）

［卒業論文題目］
高知よさこい祭りと「よさこい系」
シェーンベルク『月に憑かれたピエロ』の演奏史
アクラム・カーン版『ジゼル』論
川上音二郎一座上演『オセロ』研究

教員
いとう・のぶひろ

伊東信宏 教授
わじま・ゆうすけ

輪島裕介 教授
なかお・かおる

中尾 薫 准教授
こご・なおこ

古後奈緒子 准教授
よこた・ひろし

横田 洋 准教授
すずき・せいこ

鈴木聖子 助教

Musicology and Theatre Studies

音楽学・演劇学専修
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語りえぬ音楽への関心・情熱を言葉にします。 音楽学

どんな研究をしていますか？
ライブハウスと、フジロックに代

表される大型ロックフェスティバル、
バンドが主催となって開催される
ロックフェスティバルの三者の関係
を分析しています。ロック音楽その
ものはもちろんのこと、それが鳴ら
されている場にまで視野を広げて学
習しています。
研究室を選んだ理由

音楽を趣味ではなく学問として学
んでみたいと考えたためです。ロッ
クなど多様な音楽ジャンルを学ぶこ
とが出来るのも決め手でした。

Y. T. （学部生）

どんな研究をしていますか？
島根県西部の民俗芸能である石見

神楽を対象に研究しています。石見
神楽は舞の美しさも魅力的ですが、
地域の歴史や社会を読み解く上でも
とても面白い対象です。研究を通じ
て、歴史・政治・経済などの他分野
と音楽の繋がりを実感し、興味の幅
を広げています。
研究室の雰囲気は？

アットホームで落ち着ける雰囲気
で、気軽に行くことができます。先
輩や先生方とも交流できるので、と
ても良い刺激を受けられます。

T. C. （博士前期課程）

どんな研究をしていますか？
近代フランスの作曲家シャルル・

ケクランの研究をしています。彼は
自ら脚本を書き、写真集も出版する
ほどでしたので、その足跡を辿るに
は音楽外の見識も必要です。今はケ
クランの映画メディアへの関わり方
に注目しつつ、20世紀前半の「音楽
とメディア」の相互作用について考
えています。
未来の後輩へ

音楽を共通項に雑多なテーマで研
究が行われます。音楽学の現場にあ
ふれる興奮を味わってほしいです。

S. K. （博士後期課程）

さまざまな演劇を多様なアプローチで研究します。
どのような研究ができますか？

私は戦前のアメリカにおける日系
移民の演劇について研究をしていま
すが、演劇に関する研究であれば、ど
のようなテーマ、切り口でも研究対
象になります。演劇理論の研究や伝
統芸能、映画やミュージカルまで幅
広く研究できます。
お勧めの講義・演習はありますか?

観劇実習という、実際に劇場で観
劇する授業があります。演目は伝統
芸能からモダンドラマまで様々です。
予習で着眼点を整理して観劇するの
で、研究としての演劇の見方を学ぶ
ことができます。

T. H. （博士前期課程）

演劇を学ぼうと思った理由は？
宝塚歌劇団の演出家になるという

夢があり、そのためには実践経験だ
けでなく、演劇を多角的に広く学ぶ
必要があると考え「この場所」を選
びました。
後輩に向けてメッセージをどうぞ

卒業後は宝塚歌劇団の演出部に入
団いたします。演劇を “研究” する
ための場所ではありますが、演劇に
生きる事を目標とする人にとって、
様々な知識を学び得る機会がありま
す。自分に無い視点で演劇を捉える
仲間と高め合える時間は此処でしか
得られない財産だと感じます。

M. S.  （学部生）

研究対象は何ですか？
村山知義について、特に彼の舞台

美術に焦点を当てて研究をしていま
す。現在は、村山と関係が深いと言
われている、1920年代前後のドイツ
における前衛芸術について勉強中で
す。
研究室はどんな雰囲気ですか？

全体的に仲の良い雰囲気です。好
きなものや趣味の系統が似ている人
たちの集団なので、自然と話が盛り
上がります。学部生と院生の距離も
縮まりやすく、勉強への意欲が刺激
されるという点も、この研究室の良
い所だと思います。

I. H.（学部生）

演劇学
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美術史学専修では、絵画、彫刻、工芸はもとより、写真や映像、建築や庭園など、あ
らゆる「イメージ」を研究対象としています。作品の様式や意味についての研究、制
作の背景や受容の歴史を考える研究など、その手法はさまざまです。ただし、特定の
思想や先入観にひきずられることなく、あくまで作品の的確な観察に基づいた実証的
研究をめざしています。

美術史学専修は、日本・東洋美術史と西洋美術史の二つの専門分野に分かれていま
す。教授、准教授あわせて4名の専任スタッフが幅広い授業を開講しています。日本
の大学では、最も充実した体制を持つ美術史研究室の一つです。

隣接の美学・文芸学、音楽学・演劇学専修、あるいは歴史や文学など他分野との連
携や、海外の研究者との交流も積極的に行っています。近年はコンピュータによる画
像解析、科学的調査などにも力を入れています。

https://www.handaitobi.com/（東洋美術史）

何を学んでいるの？

日本・東洋美術史
日本とアジアの美術の歴史を学びます。
教員の専門は仏教美術、日本近世絵画
ですが、学生の研究テーマは自由！

西洋美術史
伝統的な「西洋」の線引きにこだわっ
てはいません。「美術」の枠のとらえ方
も。驚くようなテーマに挑戦してみて
ください。

どんな授業があるの？　

［講義題目］
日本仏像史
狩野派絵画史
ルネサンス美術の図像解読術
西洋美術史基礎（通史）

［演習題目］
見学演習（美術館・寺社など実地見学）
仏教美術史料講読
西洋美術史　研究発表と討論
建築・庭園見学演習

教員が選ぶ印象に残った卒業論文

梁代神将像の形成と伝播―甲制を中心に
梁代神将像の韓半島・日本への伝播過程をたどり、
各地での展開を考察。（選：藤岡 穣 教授）
毎年の、限界までの努力が見える論文すべて
追い込みで徹夜を重ね、提出後丸2日寝続けたと
いう人も。（選：岡田裕成 教授）

［卒業論文題目］
池大雅筆「箕山瀑布図」について
　―画題の再検討
瀬戸黒茶碗の造形について
　―底部の露胎に着目して
シャガールの磔刑図：《白い磔刑》
17世紀オランダ絵画における働く女性像

教員
ふじおか・ゆたか

藤岡 穣 教授
おかだ・ひろしげ

岡田裕成 教授
くわきの・こうじ

桑木野幸司 教授
かどわき・むつみ

門脇むつみ 准教授
かわうち・はなこ

河内華子 助教

Art History

美術史学専修
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直に作品に出会うことが第一！ 東洋美術史

研究室の雰囲気
先生方・先輩方との距離が近く、質
問や相談のしやすい温かい雰囲気で
す。美術史のことはもちろん、その
他いろんな話ができて楽しいです。
美術館や博物館に見学に行った際は、
一緒にご飯を食べることもあり、よ
り仲が深まります。（Mさん／4年）

見学演習　
毎週金曜日に近畿圏の美術館や社寺
に足を運び、美術作品を実見するこ
とができる貴重な機会です。学芸員
の方の説明を受けたり、作品を鑑賞
しながら先生や先輩、同期と意見を
交わすことが、知見を広げる上で助
けになっています。今年度は約20箇

所を訪ねました。（Aさん／4年）

授業について
仏教美術・近世絵画をはじめ幅広い
ジャンルを学びます。演習は、見学
の他に史料や論文の購読があります。
先生方が作品の見方や魅力を熱くお
話してくださるので、美術作品を見
ることが好きになりますよ。論文作
成演習は自身の論文作成に向けた発
表を行い、メンバーの発表を聴くこ
とで新しい作品や芸術家の魅力に出
会えます。（Tさん／博士後期課程1年）

東美を選んだ理由
関西という文化財が多く所在する場
所で、見学や調査を通して作品に接
する機会に恵まれている環境に惹か

れました。また、学生の研究テーマ
も様々で、他の学生との交流の中で
新たな気づきを得られる点も東美の
魅力です。（Mさん／博士前期課程1年）

日本文化を勉強したいと思っていた
ところ、美術品の美しさは研究がし
んどくなっても救いになるよ、とい
う先生のお言葉に惹かれて東美を選
びました。（Sさん／博士前期課程1年）

卒業論文について
題材や切り口について自分で一から
考え、何万字もの文章を書くのは初
めてで、しんどいと思うこともあり
ましたが、「美術史の楽しさ」を体感
できた気がしました。（T さん／博士
前期課程2年）

「目を鍛える」授業が新鮮でした。
西洋美術史研究室に入った理由

 ★興味を持ったきっかけは西美の先
生の講義でした。ボッティチェリの

《春》などの絵画にも実は寓意的な意
味が隠されていることを知り､「美術
史って面白い」と思うようになりま
した｡（Sさん／博士前期課程1年）

 ★1年生時に受けた授業の中でいち
ばん興味を惹かれた授業が「西洋の
芸術」だったからです。ゴッホやフェ
ルメールの本物の作品と偽物の作品
の見分け、ルネサンス期とバロック
期の作品の識別など「目を鍛える」
内容が新鮮でした。（Oさん／4年）

授業について
 ★西洋美術に関する基礎知識を一

から丁寧に教えてもらえます。また、
ヨーロッパやアメリカ合衆国といっ
たいかにも「西洋」らしい地域の芸術
だけでなく、中南米などの芸術につい
ても教わることができるのも西美の魅
力です。（Tさん／博士前期課程1年）

 ★カバーする分野が幅広いので、他
の人の発表を聴いているだけでも知
識の幅が広がります。ディスカッ
ションを通して思ってもいなかった
発想を得たりすることで、日々刺激
を受けています｡（Kさん／研究生）

西洋美術史研究室のいいところ
 ★先生方も先輩方もとても優しく、

困ったときはすぐに助けてくれます。
研究室はアットホームな雰囲気です

が、ちょうどいい距離感です｡（Aさ
ん／4年）

 ★研究室旅行では研究室出身の学芸
員さんの案内で美術館のバックヤード
を見学させていただきました。普段は
入ることのできない美術館の裏側を見
られるのも、美術史学専修の特権で
はないでしょうか｡（Oさん／3年）

大変だったこと
 ★留学生の私は、いわゆる横文字

に苦労しました。日本語での読み方
は母語での読み方とも原語での読み
方とも微妙に異なるので、聞き取っ
たり発音したりするのがとても難し
かったです｡（Sさん／博士前期課程2

年）

西洋美術史
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